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県議会 
発　行／広島県議会　編　集／広島県議会広報委員会 

主な事業内容 
■東日本大震災関係　7億6,000万円 
被災者への住生活支援、県内公共土木施設等の防災・減災対策など 

■緊急経済・雇用対策　27億7,400万円 
未就職卒業者の就業支援、広島県緊急雇用対策基金の積立など 

■「ひろしま未来チャレンジビジョン」の推進　49億5,700万円 
女性の就業に関するワンストップサービスの実施、アニメ映画を 
活用した誘客促進、自殺予防対策の推進、各種基金の積立など 

● 平成23年度補正予算 …… 

● 平成22年度決算………… 

● 条例案……………………… 

● 人事案件…………………… 

● その他の議案……………… 

● 意見書案…………………… 

● 請願 ………………………………… 

一般会計１件、特別会計2件 

一般会計・特別会計１件、企業会計１件 

ひろしまの森づくり県民税条例の一部を改正する条例など15件 

広島県収用委員会委員の任命の同意について 

工事請負契約の締結についてなど14件 

ＴＰＰ協定交渉に関する意見書など3件 

教育予算の増額、教育費の無償化、父母負担軽減、教育条件の改善

を求める請願など3件（不採択） 

可決 

認定 

可決 

同意 

可決 

可決 

　
広
島
県
議
会
は
、
十
二
月
定
例
会
を
十
二

月
七
日
か
ら
十
二
月
十
九
日
ま
で
の
十
三
日

間
の
会
期
で
開
き
ま
し
た
。 

　
今
回
の
定
例
会
で
は
「
平
成
二
十
三
年
度

広
島
県
一
般
会
計
補
正
予
算
」
や
「
ひ
ろ
し

ま
の
森
づ
く
り
県
民
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
」、「
広
島
県
企
業
職
員
等
定
数
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」、
九
月
定
例
会

か
ら
継
続
審
査
と
し
て
い
た
「
平
成
二
十
二

年
度
決
算
認
定
」、
さ
ら
に
は
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定

交
渉
に
関
す
る
意
見
書
」
な
ど
の
議
案
に
つ

い
て
審
議
を
行
い
、
三
十
八
議
案
に
つ
い
て

原
案
の
と
お
り
可
決
・
認
定
並
び
に
同
意
し

ま
し
た
。 

　
本
会
議
に
お
い
て
は
、防
災
・
減
災
対
策
や

経
済
・
雇
用
対
策
、地
域
医
療
の
再
生
、エ
ネ

ル
ギ
ー
対
策
、
産
業
・
観
光
振
興
、
農
業
問
題

な
ど
の
県
政
が
直
面
す
る
諸
課
題
に
つ
い
て
、

九
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
各
常
任
委
員
会
に
お
い
て
は
、
付
託

さ
れ
た
各
議
案
な
ど
に
つ
い
て
審
査
・
調
査

を
行
い
ま
し
た
。 

12月  7日 本会議　［開会、提案理由説明など］ 

12月  8日 全員委員会　［提案事項の説明など］ 

12月12日～14日 本会議　［一般質問など］ 

12月15日 各常任委員会 

12月19日 本会議　［委員長報告、議案の採決など、閉会］ 

 

（平成23年12月7日～12月19日） 

朝もやに包まれた冬の嚴島神社（廿日市市） 

●平成23年度広島県補正予算を可決 

東日本大震災に伴う被災

者支援や、国の第3次補

正予算を活用した防災・

減災対策、さらなる緊急

経済・雇用対策など、総額

85億6,000万円の補正

予算を可決しました。 

●ひろしまの森づくり県民税条例の一部を改正する条例を可決 

森林の保全に係る施策を引き続き実施するため、県民税の均等割の税額を引き上げる特例措置を5年

間延長する条例改正案を可決しました。 

●広島県企業職員等定数条例の一部を改正する条例を可決 

県立病院の機能や医療提供体制等の強化に必要となる医師・看護師等を増員するための条例改正案

を可決しました。 

●広島県生活環境の保全等に関する条例の一部を改正する条例を可決 

事業活動に伴う温室効果ガスの排出抑制や自動車の使用に伴う環境への負荷軽減を図ることを目的に、

事業者の自主的な取り組みをより一層促進するための条例改正案を可決しました。 



紙面の都合上、1人2問以内で掲載しております。 

本会議では、12月12日・13日・14日の3日間、
9人の議員が一般質問を行い、防災・減災対策や
経済・雇用対策、地域医療の再生、エネルギー
対策、産業・観光振興、農業問題など県政が直面
する諸課題について、県民の視点に立った論議を
展開しました。 

平成24（2012）年1月15日 

12月15日開催 

発電事業目的で建設される出力1メガワット（＝千キロワット）以上の大規模太陽光発電所。再生可能エネルギー特措法の施行により、生み出した電気が安定的な価格で買い 
取られるため、 
建設プロジェク 
トが多数計画さ 
れている。 

自動車の取得・保有の各段
階

でかかる税金。自動車取得
税

や自動車重量税、自動車税
な

ど9種類が該当する。今回
政

府は、来年度の自動車重量
税 

約1,500億円を 

軽減すること 

などを閣議 
決定した。 

子どもが病院などにかかっ
た

ときの窓口負担の一部を公
費

で助成する制度。本県では
、

市町の助成制度と合わせ、
就

学前までの乳幼 

児の入院・通院 

にかかる医療費 

を補助の対象と 

している。 

岩
国
基
地
と
県
民
の
不
安
の
解
消
 

県
内
産
業
空
洞
化
へ
の
対
応
 

手術で摘出した組織や細胞
か

ら病気を診断したり、手術
中

に腫瘍等が悪性か良性かを
判

断する病理診断を、通信ネ
ッ

トワークを通じて遠隔地の
病

理専門医が診断できるよう
に

するシステム。 

環太平洋パートナーシップ協定の略称。アジア太平洋地域における高い水準の貿易自由化が目標。関税の原則撤廃や政府調達、投資、知的財産、労働等を含む包括的協定。 政府は昨年12月、首相をトップとして、TPP協定交渉参加に向けた関係国との協議に関する推進体制を整備した。 

岩
国
基
地
の
存
在
は
、航
空
機
騒

音
に
よ
る
住
民
の
健
康
へ
の
影
響

や
米
軍
機
墜
落
事
故
の
危
険
性
、ア
メ
リ

カ
軍
人
等
に
よ
る
刑
法
犯
罪
な
ど
、県
民

生
活
の
安
全
確
保
や
財
産
の
保
全
に
大

き
な
不
安
を
与
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
住

民
の
不
安
や
リ
ス
ク
を
ど
の
よ
う
に
し

て
解
消
し
、安
全
・
安
心
を
確
保
し
て
い

く
の
か
、知
事
の
所
見
を
伺
う
。
 

平
成
二
十
三
年
七
月
に
、米
軍

基
地
等
を
有
す
る
都
道
県
知
事

で
構
成
す
る
連
絡
協
議
会
を
通
じ
て
騒

音
測
定
器
の
設
置
等
を
国
に
要
請
し
た
。

今
後
も
、低
空
飛
行
訓
練
の
中
止
等
に

向
け
て
実
効
性
の
あ
る
対
応
が
な
さ
れ

る
よ
う
、国
や
駐
日
米
国
大
使
、米
海
兵

隊
岩
国
航
空
基
地
司
令
官
な
ど
関
係

者
に
対
し
て
粘
り
強
く
働
き
か
け
て
い
く
。 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
促
進
 

県
は
、「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

推
進
構
想
検
討
会
」
を
設
置
し
て

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
普
及

拡
大
に
向
け
た
支
援
策
に
つ
い
て
検
討
を

行
っ
て
い
る
が
、
検
討
会
が
提
言
し
た

い
わ
ゆ
る
太
陽
光
発
電
基
金
の
創
設
に
向

け
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。
 

太
陽
光
発
電
の
設
置
を
広
げ
な

が
ら
配
当
を
通
じ
て
電
力
買
取

制
度
の
不
公
平
性
を
緩
和
し
よ
う
と
す

る
基
金
を
実
現
す
る
た
め
、詳
細
な
制

度
設
計
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、平
成

二
十
四
年
度
に
も
事
業
実
施
が
可
能
と

な
る
よ
う
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。 

歴
史
的
な
円
高
が
続
く
中
、
産
業

の
空
洞
化
を
阻
止
す
る
た
め
、
国

は
、
補
正
予
算
の
編
成
や
自
動
車
関
連

税
の
減
税
な
ど
の
対
策
を
講
じ
て
い
る

が
、
本
県
で
も
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ

た
き
め
細
か
な
対
応
が
必
要
と
考
え
る
。

現
状
認
識
と
そ
の
対
策
に
つ
い
て
、
伺
う
。 

今
回
の
円
高
は
、
輸
出
型
産
業

へ
の
依
存
度
が
高
い
本
県
経
済

に
と
っ
て
深
刻
な
課
題
で
あ
る
と
認

識
し
て
お
り
、中
小
企
業
等
へ
の
預
託

融
資
の
要
件
緩
和
、企
業
立
地
促
進
制

度
の
拡
充
な
ど
の
支
援
策
を
講
じ
て

い
る
。円
高
が
本
県
産
業
に
与
え
る
影

響
を
注
視
し
、円
高
対
策
を
含
め
た
緊

急
経
済
・
雇
用
対
策
を
切
れ
目
な
く
的

確
に
講
じ
て
い
く
。 

「
ひ
ろ
し
ま
未
来
チ
ャ
レ
ン
ジ
ビ
ジ
ョ
ン
」 

 達
成
度
の
県
民
へ
の
説
明
 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
交
渉
に
係
る
 

対
策
本
部
の
設
置
 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
の
 

交
渉
参
加
方
針
の
撤
回
 

こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
る
施
策

を
推
進
す
る
た
め
、
効
果
や
成

果
を
検
証
す
る
「
事
業
レ
ビ
ュ
ー
」
を

実
施
し
て
い
る
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、

ビ
ジ
ョ
ン
が
掲
げ
る
目
標
に
対
す
る
達

成
度
を
明
確
に
し
、
県
民
に
説
明
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
所

見
を
伺
う
。
 

本
県
が
抱
え
る
課
題
等
を
県
民

と
共
有
し
、理
解
し
て
も
ら
う
こ

と
は
、極
め
て
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。こ
の
た
め
、年
度
当
初
に
は
施
策
の

成
果
目
標
を
、ま
た
、決
算
段
階
で
は
成

果
、課
題
、改
善
へ
の
取
り
組
み
状
況
を

で
き
る
だ
け
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
、広

く
県
民
に
説
明
し
て
い
く
。 

が
ん
対
策
日
本
一
 

知
事
は
「
が
ん
対
策
日
本
一
」
を

掲
げ
て
い
る
が
、県
が
整
備
中
の

「
高
精
度
放
射
線
治
療
セ
ン
タ
ー
」
は
、

重
粒
子
線
治
療
装
置
な
ど
、最
先
端
の
医

療
機
能
の
整
備
を
望
む
県
民
の
期
待
に

応
え
て
い
な
い
。「
日
本
一
」
が
看
板
倒

れ
で
は
な
い
こ
と
を
示
す
に
は
、さ
ら
な

る
機
能
強
化
が
必
要
で
は
な
い
か
。
 

県
は
、が
ん
診
療
連
携
拠
点
病

院
を
す
べ
て
の
二
次
保
健
医
療

圏
で
整
備
し
、放
射
線
や
抗
が
ん
剤
等

を
組
み
合
わ
せ
た
治
療
等
の
実
施
や
、

が
ん
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
図
っ

て
い
る
。今
後
、他
県
や
国
際
的
な
動
向

を
検
証
し
、次
期
が
ん
対
策
推
進
計
画

の
策
定
に
向
け
、治
療
に
関
す
る
機
能

強
化
等
を
図
る
。 

安
浦
産
業
団
地
の
利
活
用
 

福
島
の
原
発
事
故
等
を
契
機
に
、

全
国
各
地
で
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
導

入
が
進
ん
で
お
り
、今
後
、建
設
用
地
の

需
要
が
高
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い

る
。
産
業
団
地
の
未
利
用
地
解
消
に
も

つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、安
浦
産
業
団
地
へ

の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
誘
致
対
策
も
講
じ
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
 

安
浦
産
業
団
地
の
活
用
策
と
し

て
、メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
事
業
は

有
効
で
あ
り
、事
業
の
前
提
と
な
る
送

電
系
統
へ
の
接
続
調
査
や
、イ
ン
フ
ラ
整

備
の
検
討
に
着
手
し
て
い
る
。今
後
、そ

の
結
果
を
踏
ま
え
、メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電

事
業
を
実
施
で
き
る
環
境
を
整
備
し
、

発
電
事
業
者
の
誘
 

致
に
取
り
組
む
。 

山下智之議員  
自民会議〈廿日市市〉 

し さと した やま 

坪川　巳議員  
自民会〈呉市〉 

つぼ かわ み ひろ 

西村克典議員  
民主県政会〈広島市安芸区〉 

のり かつ むら にし 

遠
隔
病
理
診
断
シ
ス
テ
ム
の
構
築
 

団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
の
役
割
と
対
策
 

全
国
的
に
病
理
専
門
医
が
不
足

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
滋
賀
県
に

お
い
て
は
、
病
理
専
門
医
不
在
の
病
院
と

病
理
専
門
医
を
つ
な
ぐ
遠
隔
病
理
診
断

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、
病
理
専
門
医
や
患

者
の
負
担
軽
減
、
治
療
の
円
滑
化
を
図

っ
て
い
る
。
本
県
も
同
様
の
シ
ス
テ
ム

の
構
築
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。 

関
係
機
関
等
と
連
携
を
図
り
、

病
理
専
門
医
の
養
成
と
並
行
し

な
が
ら
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
す
る

こ
と
は
、当
面
の
対
応
策
と
し
て
有
効
で

あ
る
ほ
か
、病
理
診
断
の
質
の
向
上
と
い

う
機
能
の
面
か
ら
も
効
果
が
あ
る
こ
と

か
ら
、こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ
る
医
療

水
準
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
。 

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
導
入
促
進
 

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
は
、地
域

の
木
材
需
要
を
起
こ
し
、林
業
活

性
化
や
産
業
振
興
、雇
用
促
進
を
可
能
に

す
る
な
ど
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
県
が
主
導

し
、木
質
チ
ッ
プ
の
安
定
供
給
先
で
あ
る

発
電
事
業
者
と
林
業
事
業
者
と
の
連
携

を
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
を
行
う
な
ど
、

積
極
的
に
導
入
を
促
進
し
て
は
ど
う
か
。
 

今
年
度
、国
の
事
業
を
活
用
し
、

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
施
設
の
整

備
を
支
援
し
て
い
る
が
、原
料
と
な
る
間

伐
材
等
の
搬
出
・
運
搬
に
多
額
の
コ
ス
ト

を
要
す
る
な
ど
の
課
題
が
あ
り
、今
後
、

コ
ス
ト
縮
減
の
た
め
、路
網
整
備
や
高
性

能
林
業
機
械
の
導
入
促
進
な
ど
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。 

今
後
、
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
が
先

頭
に
立
っ
て
日
本
の
社
会
を
支

え
て
い
く
こ
と
か
ら
、
こ
の
世
代
が
元

気
で
働
け
る
社
会
を
つ
く
る
必
要
が
あ

る
。「
人
づ
く
り
」
を
総
合
的
に
推
進
す

る
観
点
か
ら
、
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
が

果
た
す
役
割
と
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
、

所
見
を
伺
う
。 

「
ひ
ろ
し
ま
未
来
チ
ャ
レ
ン
ジ
ビ

ジ
ョ
ン
」
を
実
現
し
、活
力
あ
る

広
島
を
実
現
す
る
上
で
、団
塊
ジ
ュ
ニ
ア

世
代
は
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、大

き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。こ
の
世
代
が

さ
ら
に
活
躍
す
る
た
め
の
環
境
整
備
に

最
大
限
取
り
組
ん
で
い
く
。 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
へ
の
参
加
は
、
本
県

に
も
多
大
な
影
響
が
予
想
さ
れ
る
。

北
海
道
で
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
関
す
る
情
報
収

集
や
影
響
分
析
、
今
後
の
対
応
等
の
検

討
を
行
う
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
て
お

り
、
本
県
に
お
い
て
も
同
様
の
体
制
を

構
築
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
を
伺
う
。 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
参
加
は
、輸
出
型
産

業
の
ウ
エ
イ
ト
が
高
い
本
県
で

は
、
関
税
の
撤
廃
に
よ
る
国
際
競
争
力

の
強
化
等
に
寄
与
す
る
一
方
、農
業
や

医
療
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の
影

響
が
予
想
さ
れ
る
。国
に
対
し
、国
民
的

合
意
を
得
て
判
断
す
る
よ
う
、強
く
提

案
し
て
い
く
。Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
関
す
る
全
庁
的

な
対
策
本
部
の
設
置
は
、今
後
の
国
の

動
向
等
を
見
極
め
つ
つ
検
討
す
る
。 

首
相
が
、
本
県
農
林
水
産
業
に
重

大
な
影
響
を
及
ぼ
す
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の

問
題
点
に
つ
い
て
説
明
も
せ
ず
交
渉
参

加
を
表
明
し
た
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

知
事
は
、
国
民
的
な
理
解
と
合
意
が
な

さ
れ
た
と
考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
交

渉
参
加
表
明
に
抗
議
し
、
撤
回
を
求
め

る
べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
を
伺
う
。 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
へ
の
参
加
は
、県
内

生
産
の
維
持
・
増
加
等
に
寄
与

す
る
と
考
え
る
。一
方
で
、農
業
な
ど
影

響
を
受
け
る
と
見
込
ま
れ
る
分
野
も
あ

る
た
め
、国
民
的
議
論
を
経
て
判
断
す

る
よ
う
求
め
て
き
た
。今
回
の
方
針
決

定
は
、国
民
へ
の
十
分
な
情
報
提
供
が
な

く
残
念
で
あ
り
、国
民
的
合
意
を
得
て

判
断
す
る
よ
う
、引
き
続
き
、強
く
要
請

し
て
い
く
。 

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
制
度
の
拡
充
 

貧
困
と
経
済
格
差
の
拡
大
に
よ

り
県
民
生
活
は
厳
し
さ
を
増
し

て
お
り
、子
育
て
支
援
の
面
か
ら
も
子
ど

も
の
医
療
費
助
成
制
度
の
拡
充
が
望
ま

れ
る
。「
子
育
て
す
る
な
ら
わ
が
ま
ち
で
！
」

と
誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
本
県

と
し
て
は
、入
院
・
通
院
に
か
か
る
医
療

費
助
成
を
小
学
校
卒
業
ま
で
拡
充
し
て

は
ど
う
か
と
考
え
る
が
、所
見
を
伺
う
。
 

さ
ら
な
る
対
象
年
齢
の
引
き
上

げ
は
新
た
な
財
政
負
担
を
伴
う

た
め
、慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

子
育
て
家
庭
の
支
援
の
た
め
に
、現
行

事
業
を
安
定
的
で
持
続
可
能
な
制
度

と
し
て
円
滑
な
運
営
に
努
め
る
。 

栗原俊二議員  
公明党〈広島市安佐南区〉 

じ しゅん はら くり 

辻　恒雄議員  
共産〈福山市〉 

つね お つじ 

三好良治議員  
自民会議〈福山市〉 

じ りょう よし み 

問 答 問 答 

問 答 問 答 

問 答 問 答 

問 答 問 答 

問 答 問 答 

問 答 問 答 

一
般
質
問
（
要
旨
） 

●
１２
月
１２
日
 

一
般
質
問
（
要
旨
） 

●
１２
月
１３
日
 

機関投資家や住民等からの出資金を太陽光発電の施設整備に充てて、売電メリットの中から投資回収を行う百億円規模の基金。県の再生可能エネルギー推進構想検討会の 中間まとめで 
提言された。 



問 答 

一
般
質
問
（
要
旨
） 

●
１２
月
１４
日
 

12月15日開催開催 12月15日開催 

12月19日議決 

地方自治体が発注する工事
や

業務委託の契約を締結する
際、

その業務に 
従事する人 
の適正な賃 
金水準や労 
働条件の確 
保を定める 
条例。 

と
ら
 

公
契
約
条
例
の
理
念
を
踏
ま
え
た
 

契
約
・
入
札
制
度
の
見
直
し
 

空
と
海
を
つ
な
ぐ
観
光
ル
ー
ト
の
整
備
 

離島の暮らしの維持に不可欠な航路など、県として支援が必要と認めた 
航路に係る 
運行経費の 
欠損額を県 
と市町で補 
助する事業。 
 

利便性の高い沿岸部の河川周辺に人口・産業が集積しているなど、本県が持つ「強み」を最大限に生かすため、洪水・高潮等の脅威の克服等に 向けた河川事業の 
基本戦略を定める 
計画。現在策定中。 

広
島
空
港
と
各
地
の
港
を
つ
な

ぐ
観
光
ル
ー
ト
を
創
り
出
す
た

め
に
は
、瀬
戸
内
の
観
光
資
源
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
だ
け
で
な
く
、ア
ク
セ
ス
道
路
の

改
良
や
港
の
機
能
強
化
な
ど
の
ハ
ー
ド

整
備
も
一
体
的
に
進
め
る
べ
き
と
考
え

る
が
、知
事
の
所
見
を
伺
う
。
 

国
内
外
か
ら
の
観
光
客
を
誘
致

す
る
た
め
、竹
原
港
に
ク
ル
ー
ズ

船
が
係
留
で
き
る
新
規
ビ
ジ
タ
ー
桟
橋

を
整
備
す
る
と
と
も
に
、広
島
空
港
と

竹
原
港
を
結
ぶ
ア
ク
セ
ス
強
化
の
た
め
、

一
般
国
道
四
三
二
号
大
仙
バ
イ
パ
ス
等

の
道
路
改
良
を
進
め
る
な
ど
、魅
力
あ

る
観
光
ル
ー
ト
の
創
出
に
向
け
て
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。 

離
島
に
お
け
る
交
通
体
系
の
整
備
 

新
た
な
生
活
航
路
対
策
事
業
は
、

赤
字
航
路
が
補
助
対
象
と
な
ら

な
い
場
合
が
あ
る
が
、住
民
生
活
の
実
態

に
目
を
向
け
、漏
れ
な
く
補
助
を
行
う
べ

き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、安
芸
灘
諸
島
連

絡
架
橋
八
号
橋
と
大
崎
上
島
架
橋
構
想

の
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
、知
事
の
所

見
を
伺
う
。
 

本
土
や
安
芸
灘
諸
島
と
大
崎
上

島
を
つ
な
ぐ
架
橋
構
想
に
つ
い
て

は
、長
期
的
な
視
点
に
立
っ
て
、引
き
続

き
実
現
の
可
能
性
を
検
討
す
る
。ま
た
、

航
路
対
策
事
業
に
つ
い
て
は
、市
町
と
連

携
し
て
航
路
の
利
用
実
態
を
的
確
に
把

握
す
る
と
と
も
に
、県
民
生
活
に
不
可
欠

な
生
活
航
路
の
維
持
・
確
保
に
努
め
る
。 

自
治
体
が
締
結
す
る
契
約
は
、
適

正
な
価
格
の
下
で
の
品
質
管
理

と
公
正
な
労
働
基
準
の
保
障
が
求
め
ら

れ
る
。
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
を
生
み
出
さ

な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
公
契
約
条
例

の
理
念
を
踏
ま
え
た
契
約
や
入
札
制
度

の
見
直
し
が
必
要
と
考
え
る
が
、
見
解

を
伺
う
。 

公
共
工
事
に
お
い
て
は
、
最
低

制
限
価
格
制
度
等
の
見
直
し
や

品
質
等
を
考
慮
し
た
総
合
評
価
落
札

方
式
の
拡
充
を
行
っ
て
い
る
。そ
れ
以

外
の
委
託
・
役
務
業
務
の
入
札
制
度
に

つ
い
て
は
、他
県
の
動
向
等
を
参
考
に

し
な
が
ら
、対
応
策
を
研
究
す
る
。 

県
立
病
院
の
あ
り
方
と
役
割
 

広
島
県
病
院
事
業
経
営
計
画
の

中
間
見
直
し
に
盛
り
込
ま
れ
た

方
針
は
、
経
済
性
を
追
求
す
る
あ
ま
り

公
共
性
が
低
下
す
る
の
で
は
な
い
か
と

危
惧
し
て
い
る
。
公
共
性
と
経
済
性
を

同
時
に
追
求
し
て
い
く
べ
き
県
立
広
島

病
院
の
果
た
す
べ
き
役
割
や
あ
り
方
に

つ
い
て
、
知
事
の
見
解
を
伺
う
。 

自
治
体
病
院
の
役
割
と
し
て
は
、

地
域
の
医
療
環
境
に
応
じ
て
政

策
医
療
を
提
供
す
る
公
共
性
と
、最
小

の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
発
揮
す
る

経
済
性
の
両
立
が
重
要
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
引
き
続
き
、
県
全
体
を

視
野
に
入
れ
た
、基
幹
病
院
と
し
て
の

役
割
を
発
揮
し
、県
内
全
体
の
医
療
水

準
の
向
上
に
貢
献
し
て
い
く
。 

森
づ
く
り
事
業
の
今
後
の
展
開
 

「
ひ
ろ
し
ま
の
森
づ
く
り
県
民
税
」

を
財
源
と
し
た
事
業
は
、
都
市
部

に
暮
ら
す
人
を
含
め
た
県
民
全
体
の
理

解
と
賛
同
を
得
て
、
全
県
的
な
取
り
組

み
と
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
が
、

現
状
の
課
題
を
ど
う
捉
え
、
今
後
ど
う

展
開
し
て
い
く
の
か
、
伺
う
。 

管
理
さ
れ
て
い
な
い
里
山
林
が

多
く
存
在
す
る
こ
と
、
森
林
資

源
が
有
効
活
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、

県
民
に
事
業
が
十
分
認
知
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
な
ど
の
課
題
を
踏
ま
え
、公

益
的
機
能
の
維
持
・
発
揮
の
た
め
、
手

入
れ
の
さ
れ
て
い
な
い
人
工
林
の
解

消
や
里
山
林
の
整
備
、間
伐
材
等
の
森

林
資
源
の
利
用
促
進
、森
づ
く
り
へ
の

理
解
を
促
す
こ
と
な
ど
を
基
本
に
事

業
を
展
開
し
て
い
く
。 

河
川
下
流
地
域
の
洪
水
対
策
等
 

河
川
下
流
地
域
の
洪
水
対
策
と

し
て
、
ダ
ム
の
放
流
を
県
内
で
一

元
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
体
制
を
構

築
す
る
ほ
か
、
沿
岸
部
の
高
潮
対
策
と

し
て
、
海
岸
整
備
目
標
を
さ
ら
に
高
め

る
な
ど
、
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
両
面
に
お
い

て
早
急
に
対
応
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

所
見
を
伺
う
。 

緊
急
度
・
重
要
度
の
高
い
箇
所

か
ら
計
画
的
・
効
率
的
に
施
設

整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
早
期
警
戒
・

避
難
の
た
め
の
防
災
情
報
等
の
提
供

を
進
め
て
い
る
。「
ひ
ろ
し
ま
川
づ
く

り
実
施
計
画
二
〇
一
一
」
や
「
ひ
ろ
し

ま
海
岸
整
備
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
ハ

ー
ド
、ソ
フ
ト
両
面
の
施
策
を
総
合
的

に
推
進
し
て
い
く
。 

森川家忠議員  
自民会議〈竹原市・豊田郡〉 

ただ いえ かわ もり 

佐 木々弘司議員  
自民会議〈広島市安佐南区〉 

し ひろ さ さ き 

福知基弘議員  
民主県政会〈広島市西区〉 

もと ひろ ち ふく 

問 答 問 答 

問 答 問 答 

●
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
交
渉
に
関
す
る
意
見
書
 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
に
参
加
す
る
利
点
や
不
利
と
な
る
点
な
ど
を
分
か
り
や
す
く
国
民
に
説
明
す

る
と
と
も
に
、
十
分
な
国
民
的
議
論
を
実
施
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。 

●
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書
 

地
方
自
治
体
が
行
う
被
害
防
止
施
策
に
対
す
る
財
政
支
援
を
充
実
す
る
こ
と
や
専
門
的
な

知
識
や
経
験
に
立
脚
し
た
人
材
の
養
成
、さ
ら
に
は
防
除
対
策
の
研
究
、実
証
等
に
基
づ
い

た
効
果
的
な
野
生
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
を
構
築
す
る
こ
と
な
ど
を
求
め
ま
し
た
。 

●
サ
イ
バ
ー
攻
撃
・
情
報
保
全
対
策
に
関
す
る
意
見
書
 

情
報
保
全
の
基
本
戦
略
を
早
急
に
見
直
す
と
と
も
に
、
情
報
管
理
や
保
秘
体
制
を
強
化
す
る

こ
と
や
重
要
な
社
会
基
盤
に
対
す
る
サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
可
能
性
を
評
価
・
検
証
す
る
こ
と
な

ど
を
求
め
ま
し
た
。 

 

補
正
予
算
一
件
 

条
例
案
六
件
 

そ
の
他
の
議
決
案
件
八
件
 

原
案
可
決
（
全
会
一
致
） 

●
ひ
ろ
し
ま
の
森
づ
く
り
県
民
税
の
継

続
に
当
た
っ
て
は
、
森
林
が
有
す
る

公
益
的
機
能
の
維
持
増
進
等
を
図

る
と
い
う
目
的
を
踏
ま
え
、
こ
の
税

を
財
源
と
し
た
事
業
を
、
よ
り
効
果

的
に
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

●
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム
の
県
独
自
利
用
に
当
た
っ

て
は
、
個
人
情
報
の
保
護
に
十
分
配

慮
す
る
必
要
が
あ
る
。 

●
時
効
期
限
が
到
来
し
た
税
外
債
権

の
一
律
的
な
権
利
放
棄
で
生
じ
た

マ
ン
パ
ワ
ー
を
回
収
可
能
な
債
権

の
整
理
に
集
中
さ
せ
、
徴
収
成
果
を

上
げ
る
必
要
が
あ
る
。 

﹇
そ
の
他
﹈広
島
空
港
周
辺
地
域
の
活
性

化
な
ど
 

付
託
議
案
の
審
査
結
果
 

主
な
質
疑
事
項
 

補
正
予
算
一
件
 

条
例
案
八
件
 

そ
の
他
の
議
決
案
件
五
件
 

原
案
可
決
（
全
会
一
致
） 

新
規
付
託
の
請
願
一
件
　
不
採
択
 

●
病
院
事
業
の
職
員
定
数
増
員
は
、
経

営
へ
の
影
響
や
中
山
間
地
域
を
は

じ
め
県
内
全
体
の
医
療
提
供
体
制

等
に
配
慮
し
て
進
め
る
必
要
が
あ
る
。 

●
空
き
ビ
ル
と
な
る
健
康
福
祉
セ
ン
タ

ー
は
、
関
係
者
の
意
見
を
聴
き
、
地

域
福
祉
の
拠
点
と
な
る
よ
う
、
社
会

福
祉
会
館
と
一
体
的
な
建
物
の
あ
り

方
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

●
広
島
県
生
活
環
境
の
保
全
等
に
関

す
る
条
例
の
改
正
は
、
温
室
効
果
ガ

ス
の
排
出
抑
制
等
に
向
け
た
事
業

者
の
自
主
的
な
取
り
組
み
を
促
す

仕
組
み
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。 

﹇
そ
の
他
﹈福
祉
医
療
費
公
費
負
担
事
業

の
財
源
確
保
な
ど
 

付
託
議
案
及
び
請
願
の
審
査
結
果
 

主
な
質
疑
事
項
 

補
正
予
算
一
件
 

条
例
案
一
件
 

そ
の
他
の
議
決
案
件
一
件
 

原
案
可
決
（
全
会
一
致
） 

●
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
へ
の
農

業
土
木
技
術
者
の
派
遣
は
、
厳
し
い

寒
さ
な
ど
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
職

員
の
健
康
等
に
配
慮
し
た
上
で
行

う
必
要
が
あ
る
。 

●
森
林
整
備
加
速
化
・
林
業
再
生
基
金

事
業
の
継
続
に
当
た
り
、
基
金
の
活

用
事
例
や
事
業
成
果
の
積
極
的
な

情
報
提
供
を
行
う
な
ど
、
広
く
県
民

の
理
解
を
求
め
る
必
要
が
あ
る
。 

●
広
島
県
地
産
地
消
促
進
計
画
の
策

定
は
、
直
売
施
設
活
用
を
反
映
さ
せ

る
と
と
も
に
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
問
題
へ

の
対
応
等
も
踏
ま
え
、
関
係
団
体
と

協
議
を
十
分
に
行
う
必
要
が
あ
る
。 

﹇
そ
の
他
﹈東
日
本
大
震
災
被
災
地
の
カ

キ
養
殖
業
支
援
の
継
続
な
ど
 

付
託
議
案
の
審
査
結
果
 

主
な
質
疑
事
項
 

補
正
予
算
三
件
 

条
例
案
二
件
 

そ
の
他
の
議
決
案
件
二
件
 

原
案
可
決
（
全
会
一
致
） 

●
県
営
住
宅
の
入
居
要
件
は
、
少
子
化

が
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

る
状
況
を
踏
ま
え
、
子
育
て
世
帯
等

へ
の
対
策
も
推
進
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。 

●
経
済
成
長
や
豊
か
な
地
域
づ
く
り

を
支
え
、
県
民
の
安
心
な
暮
ら
し
づ

く
り
に
資
す
る
社
会
イ
ン
フ
ラ
整

備
を
進
め
る
た
め
、
公
共
事
業
費
の

確
保
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。 

●
広
島
県
み
な
と
振
興
プ
ラ
ン
の
実
施

に
当
た
っ
て
は
、
効
率
的
な
輸
送
体

系
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
海
外
へ

の
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
を
行
い
、
県
内

産
業
の
活
性
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
 

﹇
そ
の
他
﹈水
ビ
ジ
ネ
ス
事
業
へ
の
取
り

組
み
の
考
え
方
な
ど
 

付
託
議
案
の
審
査
結
果
 

主
な
質
疑
事
項
 

補
正
予
算
一
件
 

条
例
案
一
件
 

原
案
可
決
（
全
会
一
致
） 

新
規
付
託
の
請
願
二
件
　
不
採
択
 

●
市
町
立
学
校
職
員
の
給
与
は
、
他
県

や
民
間
と
の
均
衡
を
図
り
つ
つ
、
適

切
な
水
準
と
な
る
よ
う
財
源
確
保

に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。 

●
へ
き
地
学
校
、
準
へ
き
地
学
校
は
、

国
の
基
準
を
参
酌
し
、
教
育
委
員
会

規
則
で
定
め
る
こ
と
と
な
る
が
、
地

域
実
情
に
応
じ
た
指
定
と
な
る
よ

う
努
め
る
必
要
が
あ
る
。 

●
中
学
校
の
新
学
習
指
導
要
領
の
全

面
実
施
に
当
た
り
、
教
員
に
不
安
感

を
与
え
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
そ
の

趣
旨
の
周
知
徹
底
を
図
る
必
要
が

あ
る
。 

﹇
そ
の
他
﹈私
立
学
校
施
設
の
早
急
な
耐

震
化
対
策
の
実
施
な
ど
 

付
託
議
案
及
び
請
願
の
審
査
結
果
 

主
な
質
疑
事
項
 

補
正
予
算
一
件
 

そ
の
他
の
議
決
案
件
二
件
 

原
案
可
決
（
全
会
一
致
） 

●
女
性
の
就
職
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援

事
業
は
、
企
業
ニ
ー
ズ
に
き
め
細
か

く
対
応
し
、
正
規
雇
用
に
つ
な
が
る

よ
う
、
関
係
機
関
等
と
連
携
し
て
強

力
に
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。 

●
設
備
導
入
支
援
を
目
的
と
し
た
設

備
貸
与
事
業
は
、
利
用
状
況
等
を
踏

ま
え
、
中
小
企
業
等
が
利
用
し
や
す

い
制
度
と
し
て
整
理
、
運
用
す
る
必

要
が
あ
る
。 

●
広
島
ブ
ラ
ン
ド
シ
ョ
ッ
プ
は
、
情
報

発
信
拠
点
と
し
て
重
要
で
あ
る
た
め
、

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
検
証
し
、

早
期
オ
ー
プ
ン
に
向
け
速
や
か
に

対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。 

﹇
そ
の
他
﹈地
域
特
性
を
考
慮
し
た
情
報

発
信
等
に
よ
る
犯
罪
防
止
対

策
な
ど
 

付
託
議
案
の
審
査
結
果
 

主
な
質
疑
事
項
 

問 答 

き
 
ぐ
 

県民福祉の向上のため、国会や関係省
庁等に提出し、その実現を図るよう要望
しました。 



ご近所で未着の方がありましたら、市・区役所、町役場、県議会事務局政策調査課でお渡しいたしますので、その旨お伝えください。また、広島県議会ホームページでもご覧いただけます。 

http://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/gikai/ホームページ 

…「ひろしま県議会ダイジェスト」を配信しています。 

…本会議と委員会の会議録が登録されています。 

…本会議の審議状況等をインターネット中継（生・録画）しています。 

あて先 

082ｰ513ｰ4743TEL FAX 082ｰ222ｰ9600

ひろしま県議会だよりは、6月、9月、12月、2月の各定例会後に発行します。 

〒730ｰ8509　広島市中区基町10ｰ52
広島県議会事務局　政策調査課 

地方自治の発展に顕著な功労があ
ったとして総務大臣から次の議員が
感謝状を贈呈されました。 

〈呉市／自民会〉 

全国都道府県議会議長会から次
の議員が自治功労者（20年表彰）
として表彰されました。 

〈広島市安佐南区／自民会議〉 

　都道府県議会議員が一堂に会し、共通する政策課題
等についての情報や意見の交換を行う「都道府県議会
議員研究交流大会」が、11月15日に東京都内で開催
され、本県からは11名の議員が参加しました。 
　テーマ別に5つの分科会に分かれて行われ、「議会
の監視機能の強化」をテーマとした分科会では、冨永
健三議員が、県の事業に対する提言を行う「事業成果
の検証」を実施した本県の事例を発表し、議会の監視
機能のあり方と具体的手法について、情報交換を行い
ました。 

平清盛（1118-1181） 
平安時代末期の武将で、父・忠盛とともに西国に勢力
を拡大し、嚴島神社を現在のような姿に造営。保元・
平治の乱を経て、武士で初の太政大臣となり、それま
での貴族中心から武士中心の政治に変化させた。扇
で太陽を呼び戻し、音戸の瀬戸を一日で開削した伝
説は有名。 

ひろしま清盛  
大河ドラマ「平清盛」広島県推進協議会キャラクター 

広
島
県
は
 

二
○
一
二
年
大
河
ド
ラ
マ
 

「
平
清
盛
」の
舞
台
で
す
。
 

奥 原  信 也 

石 橋  良 三 

●
市
町
へ
の
事
務
・
権
限
の
移

譲
に
つ
い
て
は
、
市
町
の
実

情
を
十
分
に
踏
ま
え
た
上
で
、

専
門
的
な
分
野
に
お
け
る
技

術
面
で
の
支
援
や
適
切
な
財

政
措
置
に
よ
り
、
円
滑
な
事

務
処
理
が
で
き
る
よ
う
支
援

を
行
う
必
要
が
あ
る
。 

●
国
の
経
済
対
策
を
活
用
し
て

造
成
さ
れ
た
各
種
基
金
を
財

源
と
し
た
事
業
に
つ
い
て
は
、

必
要
に
応
じ
て
実
施
す
べ
き
で

あ
る
が
、本
年
度
で
事
業
期
間

が
終
了
す
る
基
金
の
う
ち
、継

続
す
べ
き
も
の
は
、国
に
対
し

て
事
業
期
間
の
延
長
や
制
度

見
直
し
な
ど
を
要
請
し
、
積

極
的
に
こ
れ
を
活
用
す
る
必

要
が
あ
る
。
 

●
地
域
社
会
の
発
展
に
寄
与
す

る
実
践
力
あ
る
人
材
を
輩
出

す
る
拠
点
と
な
る
よ
う
、
本

県
の
人
づ
く
り
施
策
に
県
立

大
学
を
明
確
に
位
置
づ
け
、

そ
の
活
動
を
支
援
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。 

●
毎
年
増
え
続
け
る
児
童
虐
待

の
相
談
や
事
案
に
対
応
す
る

た
め
、
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

に
お
け
る
マ
ン
パ
ワ
ー
の
充
実
・

強
化
を
図
る
と
と
も
に
、里
親

制
度
の
普
及
に
向
け
て
ス
ピ

ー
ド
感
を
持
っ
て
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
。
 

●
本
県
に
お
い
て
は
、
災
害
時
に

お
い
て
高
齢
者
や
障
害
者
な

ど
特
別
な
配
慮
が
必
要
な
人

を
受
け
入
れ
る「
福
祉
避
難
所
」

が
少
な
く
、そ
の
設
置
場
所
も

偏
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
福

祉
避
難
所
」
の
増
設
に
向
け
て
、

積
極
的
に
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
。
 

●
政
策
医
療
に
取
り
組
む
県
立

病
院
に
対
す
る
一
般
会
計
か

ら
の
繰
出
金
に
つ
い
て
は
、

一
定
の
必
要
性
は
認
め
る
も

の
の
、
現
在
、
成
果
を
上
げ
つ

つ
あ
る
経
営
努
力
を
さ
ら
に

進
め
て
、
繰
出
金
に
頼
ら
な

い
経
営
体
質
へ
の
転
換
を
目

指
す
必
要
が
あ
る
。 

●
産
業
と
し
て
自
立
で
き
る
農

業
を
確
立
す
る
た
め
、
生
産

か
ら
加
工
、
販
売
ま
で
の
取

り
組
み
を
一
体
的
に
推
進
す

る
県
の
組
織
体
制
の
強
化
や
、

小
規
模
農
家
を
含
め
た
地
域

単
位
で
流
通
・
販
売
を
行
う

法
人
等
の
設
立
な
ど
、
高
付

加
価
値
を
生
む
農
業
の
六
次

産
業
化
を
推
進
す
る
必
要
が

あ
る
。 

●
東
日
本
大
震
災
に
係
る
カ
キ

養
殖
業
支
援
に
つ
い
て
は
、

全
国
的
に
カ
キ
の
消
費
量
が

落
ち
込
ん
で
い
る
中
で
、
カ

キ
市
場
の
規
模
縮
小
を
防
ぐ

た
め
、
本
県
の
技
術
を
生
か

し
た
適
切
な
支
援
に
今
後
も

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。 

●
広
島
熊
野
道
路
、
尾
道
大
橋
、

安
芸
灘
大
橋
な
ど
の
有
料
道

路
に
つ
い
て
は
、観
光
振
興
や
、

地
域
住
民
の
生
活
道
路
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
る
実
態
を

踏
ま
え
、
今
後
の
料
金
設
定

に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
。 

●
土
地
造
成
事
業
に
つ
い
て
は
、

分
譲
収
益
で
造
成
に
要
し
た

費
用
を
回
収
で
き
な
く
な
っ
て

い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
長
期
的

に
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
極
め

て
困
難
で
あ
る
た
め
、
今
後
の

事
業
の
あ
り
方
を
早
急
に
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

●
学
力
向
上
対
策
に
つ
い
て
、
小

学
校
に
お
い
て
は
成
果
が
上

が
っ
て
い
る
も
の
の
、
中
学
校

に
お
い
て
は
、
課
題
が
残
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
対
策

に
一
層
努
め
る
と
と
も
に
、
高

等
学
校
に
お
い
て
も
、
さ
ら
な

る
学
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
を
生
か

し
た
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。 

●
県
立
図
書
館
は
、
住
民
に
よ
る

地
域
課
題
解
決
の
場
と
し
て
、

そ
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
図
書
購
入
費
等

の
予
算
や
人
員
配
置
の
拡
大

な
ど
、
今
後
、
さ
ら
な
る
改
革

を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。 

●
県
内
産
業
の
活
性
化
に
向
け
て
、

円
高
対
策
を
は
じ
め
、
県
費

預
託
融
資
制
度
の
要
件
見
直

し
や
伝
統
的
工
芸
品
産
業
の

支
援
な
ど
、
過
疎
地
域
を
含

め
た
中
小
企
業
支
援
策
の
さ

ら
な
る
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

立
地
助
成
制
度
の
拡
大
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
の
促

進
な
ど
、
新
た
な
発
想
で
企

業
誘
致
を
展
開
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。 

●
県
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る

た
め
に
は
、
凶
悪
犯
罪
や
、
ひ

き
逃
げ
事
件
等
の
悪
質
重
要

犯
罪
の
徹
底
検
挙
が
重
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
捜
査
体
制

を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
捜

査
技
能
の
伝
承
に
よ
る
優
秀

な
捜
査
員
の
育
成
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
。 

﹇
そ
の
他
﹈ 

・
県
政
課
題
の
進
捗
状
況
及
び

県
政
運
営
の
基
本
姿
勢
 

・
県
と
広
島
市
の
連
携
方
針
 

・
鞆
地
区
地
域
振
興
住
民
協
議

会
の
状
況
 

・「
瀬
戸
内
海
の
道
構
想
」の
推
進
 

・
瀬
戸
内
海
の
環
境
保
全
 

・
介
護
人
材
の
育
成
に
向
け
た

職
業
教
育
 

・
が
ん
対
策
の
推
進
 

・
消
防
組
織
の
あ
り
方
 

・
食
料
自
給
率
の
向
上
対
策
 

・
農
地
集
積
の
た
め
の
法
人
設

立
の
推
進
 

・
過
疎
対
策
と
し
て
の
兼
業
農

家
の
育
成
支
援
 

・
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
の
推
進
 

・
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
 

・
地
域
維
持
型
契
約
方
式
の
導
入
 

・
土
木
技
術
職
員
の
技
術
力
向
上
 

・
抜
本
的
な
放
置
艇
対
策
の
実
施
 

・
児
童
生
徒
の
暴
力
行
為
へ
の

適
切
な
対
応
 

・
学
校
統
廃
合
の
際
の
地
元
や

地
域
政
策
担
当
部
局
と
の
慎

重
な
調
整
 

・
教
職
員
の
長
距
離
・
長
時
間

通
勤
の
解
消
 

・
中
学
校
及
び
県
立
高
校
の
海

外
交
流
の
促
進
 

・
若
年
者
雇
用
対
策
の
推
進
と

労
働
に
生
き
が
い
を
感
じ
ら
れ

る
社
会
づ
く
り
 

・
広
島
ブ
ラ
ン
ド
シ
ョ
ッ
プ
設

置
に
向
け
た
県
の
責
任
あ
る
取

り
組
み
 

・
放
置
違
法
駐
車
対
策
の
推
進
 

・
暴
力
団
排
除
対
策
の
推
進
 

17人 
■決算特別委員会名簿 

委 員 長  

副委員長 

副委員長 

委　　員 

委　　員 

委　　員 

委　　員 

委　　員 

委　　員 

委　　員 

委　　員 

委　　員 

委　　員 

委　　員 

委　　員 

委　　員 

委　　員 

　9月29日に設置された決算特別委員会は、9月定例会で付託された「平成22年度広島県歳入歳出決算認定」及び 
「平成22年度広島県公営企業決算認定」について、10月4日から11月25日まで、9回にわたって審査を行いました。 
　10月4日には、代表監査委員から「広島県歳入歳出決算審査意見書」等について説明を聴取したほか、11月25日に
は、知事の出席の下で総括審査が行われました。　 
　審査の結果、いずれも全会一致で認定すべきものと決定され、12月19日の本会議で、その旨報告されました。 
  （総括審査の模様は、広島県議会ホームページの録画中継でもご覧いただけます。） 

松岡　宏道 

安木　和男 

金口　　巖 

窪田　泰久 

福知　基弘 

井原　　修 

　木　昭夫 

野村　常雄 

沖井　　純 

緒方　直之 

　橋　雅洋 

冨永　健三 

岡　　哲夫 

田辺　直史 

松浦　幸男 

平田　修己 

蒲原　敏博 

●一般会計・特別会計決算の状況 （単位：百万円） 

歳入歳出差引額(A) 

翌年度に繰り越すべき財源(B) 

実質収支額(C)=(A)－(B) 

前年度実質収支額(D) 

単年度収支額(E)＝(C)－(D)

一般会計  特別会計  合　　計 区　　分 

11,901 

7,313 

4,588 

1,910 

2,678

19,336 

7,528 

11,808 

7,232 

4,576

7,435 

215 

7,220 

5,322 

1,898

歳入額 
歳出額 

983,785 
971,884

1,259,256 
1,239,920

275,471 
268,036

●企業会計決算の状況 （単位：百万円） 

収入（総収益） 支出（総費用） 純利益 区　　分 

病院事業会計 

工業用水道事業会計 

土地造成事業会計 

水道用水供給事業会計 

21,742 

2,556 

348 

11,016 

 

367 

347 

△515 

2,474

21,375 

2,209 

863 

8,542

し
ん
ち
ょ
く
 


